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イーストテネシー補習授業校　教育目標 （平成２１年４月１日現在）

教育方針 
Policy of Education 

日本の教育に準じ、日本語により日本語の学校や社会に適応する素地を養う。 

To maintain a basic level of skills necessary for children so that they will be able to adapt themselves to Japanese schools and society
after they go back to Japan, using Japanese language instruction. 

彼我の文化、文明に対して偏見や独断にとらわれず、情操豊かな人間形成を図る。 

To cultivate strength and will in students, to instill a broad viewpoint which does not incur prejudice against any race and nationality. 

めざす補習授業校
学び合う喜びと希望に輝く 補習授業校

テネシー州メリビル市にある本補習授業校への地域・保護者の願いや期待を十分に理解し、帰国後日本の学校や社会に適応し貢献でき、
異文化を理解し国際連携のできる豊かな人間をめざし、児童生徒一人一人が自分のめあてをもち、友達と楽しく学び合うことによって自ら
学ぶ意欲をもち主体的に判断し、生きる力をつけた児童生徒を育成する。その中でお互いのよさを理解し合い、高め合いながら、一人一人
が国際感覚を培い個性を発揮し、明日への希望が見える補習授業校をめざす。 

教育目標
豊かな心を養う。(情緒の安定、違いを豊かさに捉え学び合う心)

日本語を中心とする基礎学力の定着を図る。 (日本語の定着と日本文化の理解、算数数学の学力向上)

自ら学ぶ意欲をもち、学び方を育成する。 (意欲の喚起、自己学習力の向上、総合学習の創造) 

めざす児童・生徒像
やさしい児童生徒　‐　人と学び合いながら、互いのよさを認め合う心やさしい児童生徒 

まなぶ児童生徒　‐　のびのびと自ら進んで学び、考え判断し行動できる児童生徒 

つよい児童生徒　‐　自分のめあてにチャレンジし、自分の力を伸ばす児童生徒 


